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しがの里山や川を美しくする会 
         
 
 
 
 
２４年度大津市パワーアップ市民活動応援事業に引き続き申請。3 月 10 日

の二次審査は今まで取り組んだ事をスクリーンに写しながら解説し、審査を

受けました。 
その結果、１８グループ中１０位（２９点／４０点満点）で今年も支援を

受ける事が出来ました。観光・介護・文化・物産で町おこしなど市民レベル

で地域の繋がりを強くする皆さんのアイディアには驚かされます。楽しいものでした。 
 総評では「今後だんだん多くの団体が申請して来るでしょう。今回は大津市南部の活動が非常に活発

だということが印象に残った。市民の目や耳に触れ、人に役立つ活動を継続し、自立して市民と共同で

町づくりをする団体に成長されるよう願っています」との事でした。 
「しがの会」は豊島汚染土壌の重い問題を抱えていますが、今年は長年喜撰

川土手にコスモスを咲かせる活動を 1 人でされていた杉本さん（プレマジュー

ルの管理人）のご依頼により、この会でそのお手伝いをすることになり、清掃

活動とともに、環境美化の具体的取組みが期待出来そうで楽しみです。 
 

         
 
 
 
２月２５日（土）、NPO 法人 びわ湖豊穣の郷 主催の「第 9

回川づくりフォーラム」が、守山市コミュニテェ防災センター

で開催されました。大津市・草津市・守山市・野洲市等の川づ

くり活動を行っている多くの団体が参加し、大変有意義なフォ

ーラムでした。 
基調講演は摂南大学の澤井 健二先生で「活かそう水辺、つな

ごう流れ」と題して、寝屋川市を中心とした水辺再生と流域連帯

の取り組みを紹介されました。また、活動報告は物部小学校、守

山南中学校が、川づくりや川の水質調査の発表をされました。 
「しがの会」は、滋賀県環境カウンセラーの支援で、パネル展

示を行い、5 分間で昨年のホタル復活の活動や和邇川等の汚れに

ついて説明し、「豊島の汚染土壌搬入反対」の話もしたところ、

若い学生たちが進んで、反対署名をしてくれました。      



～ 琵琶湖水源での豊島汚染土壌処理問題をめぐって ～ 

香川県豊島（てしま）汚染土壌約７万トンが早ければ今年４月にも和邇川上流、途中地区にある山崎

砂利商店（以下Ｙ社）に搬入され処理される予定です。本会通信では昨夏よりこの問題を取り上げてき

ましたが、問題点をまとめてみました。 

何 が 問 題 な の？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有害物質は処理できない 

汚染土壌に含まれる鉛（貧血や神経障

害などを起こす）やヒ素（発ガン性があ

るなど）などの重金属は水洗浄で、濁水

や汚泥に移りますが、濁水・汚泥が和邇

川に流れたら大変です。 

香川県の汚染土壌のＰＣＢ（ポリ塩化

ビフェニール）やダイオキシン類、ＶＯ

Ｃｓ（揮発性有機化合物）（いずれも発

ガン性等がある）などの、調査は十分か

全く安心できません。これらの有害物質

は水洗浄では取り除けません。 

 

事前協議や情報公開は必要 

この問題は昨年７月にたまたま一般市民が

見ていたインターネット上で知ったのがきっ

かけでした。そして、大津市が自治会に公式に

説明したのは同年１１月です。香川県の「豊島

廃棄物等の処理にかかる実施計画」によると

「汚染土壌処理施設がある自治体と事前に協

議し、必要な場合は了解を得る」となっていま

すが、それはなされていません。 

 

不法投棄の処理は、県内が原則 

産業廃棄物不法投棄の処理は、都道府県内で行う

のが原則で、他府県で行う場合は了解が必要です。

因みに、豊島を上回る規模の青森・岩手県境産廃不

法投棄事件の廃棄物処理は両県内の処理業者が処

理し、県外には一切持ち出していません。香川県は

県外の水洗浄施設を持つ４社で一般競争入札し、も

っとも安いＹ社にしましたが、近畿１４５０万人の

飲料水源でもある琵琶湖の水源での水洗浄処理は

最悪の選択です。 

たびたび流出事故を引き起こす 

Ｙ社は、入札予定価格の１トンあたり 12，000 円の約半

額の 6，405 円という超安値で落札させました。大阪港か

ら途中まで約８０ｋｍの陸送で１トンあたり 3，000 円以

上はかかり、実際の処理費は約 3，000 円となり、このよ

うな低コストでまともな処理ができるとは思えません。 

Ｙ社は過去に土砂崩れ、汚泥や濁水の流出事故を引き起

こしており、この年末年始も１２／２８，１２／３０，１

／２と３回の流出事故を起こしたばかりです（2012/01/27

朝日新聞滋賀版）。「場外には洗浄処理水は流出させない」

というＹ社や大津市の説明は到底、納得できるものではあ

りません。 

「水洗浄処理」中止を求める署名、１万名を越える！ 

このようにずさんで危険極まりない計画の中止を求めて和邇学区自治連合会などが行っている署名活

動も１万名を越え（２月末現在）、近く香川県へ提出される予定です。大切な地域の自然と近畿の命の水

瓶を守るため、さらにみんなの力を合わせて計画を中止させましょう。 

 
新会員募集！！ 

皆様のお知り合いにぜひこの会の活動を広めて下さい。 
正会員 2000 円･賛助会員 1000 円 入会・会費納入はお近

くの理事にご連絡下さい。振込を利用される方は下記まで。 
振込先：滋賀銀行志賀町支店 
口座番号：３４２６３５（普通） 
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